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令和６年度

千葉県総合教育センター・子どもと親のサポートセンター 研究発表会

千葉県総合教育センター
学力調査部

全国学力・学習状況調査の

活用推進に向けて

発表の流れ

1 主題設定の理由 2 研究の目的 3 研究の計画

4 研究の内容 5 研究のまとめ

１ 主題設定の理由

1 主題設定の理由

※文部科学省「令和６年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会」

説明資料（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/setsumeikai/r06setsumeikai/index.html）をもとに作成

全国学力・学習状況調査の目的

教育施策の成果と課題を

検証し、改善を図る

学習指導や学習状況の

改善・充実等

継続的な

検証改善サイクル

1 2

3 4



2

調査問題について

※文部科学省「令和６年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会」

説明資料（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/setsumeikai/r06setsumeikai/index.html）をもとに作成

1 主題設定の理由

を問う

先生方にも重要

調査の目的 調査問題について

県全体の結果を分析すること、各学校における

全国調査の有効な活用を促すことが求められる。

1 主題設定の理由

1 主題設定の理由 2 研究の目的 3 研究の計画

4 研究の内容 5 研究のまとめ

２ 研究の目的
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2 研究の目的

令和６年度全国学力・学習状況調査における

調査結果を分析し、各学校による調査の活用を

促進すること

1 主題設定の理由 2 研究の目的 3 研究の計画

4 研究の内容 5 研究のまとめ

３ 研究の計画

3 研究の計画（令和６年度単年度研究）

１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

調査問題の分析
分
析

調査結果の分析

誤答分析シート

活
用
促
進

分析ツール

活用の手引き

手引きリーフレット

動画コンテンツ

効果的な取組の提案

取組 月

9 10

11 12
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1 主題設定の理由 2 研究の目的 3 研究の計画

4 研究の内容 5 研究のまとめ

４ 研究の内容
（１）本県の令和６年度調査結果について

教科に関する調査結果（平均正答率）経年変化 ※千葉市含む

R6本県(全国)R5本県(全国)R4本県(全国)R3本県(全国)H31本県(全国)小学校
67（67.7）67（67.2）66（65.6）65（64.7）63（63.8）国 語

63（63.4）62（62.5）63（63.2）70（70.2）66（66.6）算 数

R6本県(全国)R5本県(全国)R4本県(全国)R3本県(全国)H31本県(全国)中学校

57（58.1）69（69.8）68（69.0）65（64.6）72（72.8）国 語

51（52.5）51（51.0）50（51.4）56（57.2）58（59.8）数 学

※数値は文科省発表によるものであり、H28以降、都道府県の平均正答率は四捨五入した整数値で公表されている。

単位：%

4(1)-1 教科に関する調査の本県結果

教科別 平均正答率の指数（全国平均を100とした本県正答率の割合）の経年変化
※千葉市含む

指数算出の例（R6小学校・国語）

本県正答率67％、全国平均67.7％
だから、67÷67.7×100を計算し、
小数第2位を四捨五入することで
99.0を得る。(ただし、誤差約
±0.７～1.0を含む)

4(1)-1 教科に関する調査の本県結果

全国と同等 全国より低い傾向

誤
差
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R6 項目別 平均正答率の指数 小学校 ※千葉市含む

4(1)-1  教科に関する調査の本県結果

全国平均（１００） 本県の指数（国語） 本県の指数（算数）

R6 項目別 平均正答率の指数 中学校 ※千葉市含む

4(1)-1  教科に関する調査の本県結果

全国平均（１００） 本県の指数（国語） 本県の指数（数学）

「 記述式」解答問題に対する教科別平均正答率の指数 経年変化
※千葉市含む

4(1)-1 教科に関する調査の本県結果

＜全国との比較_R6本県＞ ＜回答状況と正答率の関連_R6本県＞＜経年変化_本県＞

【児童生徒質問30(小)(中)】前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか (※千葉市を含む結果)

主体的・対話的で深い学び

回答選択肢 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

4(1)-2  質問調査の本県結果

R6

R6

R5

R5

R4

R4

全国とほぼ同等
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肯定的回答の割合（本県）

児童 R6 81.7％
R5 78.7％
R4 76.8％

生徒 R6 80.3％
R5 77.9％
R4 77.4％

R6肯定的回答の割合

児童 本県 81.7％
全国 81.9％

生徒 本県 80.3％
全国 80.3％

＜全国との比較_R6本県＞ ＜回答状況と正答率の関連_R6本県＞＜経年変化_本県＞
回答選択肢 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

4(1)-2 質問調査の本県結果

【児童生徒質問30(小)(中)】前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか (※千葉市を含む結果)

主体的・対話的で深い学び

＜全国との比較_R6本県＞ ＜回答状況と正答率の関連_R6本県＞＜経年変化_本県＞
回答選択肢 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

4(1)-2  質問調査の本県結果

R6

R6

R5

R5

R4

R4

【児童生徒質問31(小)(中)】前年度までに受けた授業では、各教科などで学んだこ
とを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか（※千葉市含む）

主体的・対話的で深い学び

肯定的回答の割合（本県）

児童 R6 78.1％
→ R5 73.3％
→ R4 70.8％

生徒 R6 73.8％
→ R5 65.2％
→ R4 63.2％

R6肯定的回答の割合

児童 本県 78.1％
全国 79.6％

生徒 本県 73.8％
全国 75.4％

＜全国との比較_R6本県＞ ＜回答状況と正答率の関連_R6本県＞＜経年変化_本県＞
回答選択肢 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

4(1)-2  質問調査の本県結果

【児童生徒質問31(小)(中)】前年度までに受けた授業では、各教科などで学んだこ
とを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか（※千葉市含む）

主体的・対話的で深い学び

・教科に関する調査において、どの教科でも記述式問題で、

全国よりも平均正答率が低い

本県の現状【Ｒ６調査結果】

全国学力・学習状況調査の活用を図る

・課題の解決に向けた、自ら考え、自ら取り組む活動の充実

・学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動の充実

改善の方向性

4(1)-3  令和６年度の本県結果分析から
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４ 研究の内容
（２）全国学力・学習状況調査の学校における活用の充実

4(2) 全国学力・学習状況調査の学校における活用の充実

学力調査部の取組

分析シート 動画コンテンツ 説明・演習活用の手引き

4(2)-1 県独自の「分析シート」

文部科学省による調査結果データ

教科・質問
分析シート

経年
分析シート

誤答
分析シート

県作成
分析ツール

4(2)-1 県独自の「分析シート」教科・質問分析シート

表面 裏面

分析内容や改善策、
検証方法等を書き込む

成果と課題を確認

25 26

27 28
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4(2)-1 県独自の「分析シート」 経年分析シート

表面 裏面

分析内容や改善策、
検証方法等を書き込む

経年での
成果と課題を確認

4(2)-1 県独自の「分析シート」 誤答分析シート

左側 右側

校内研修など学校全体で協議
の上で改善方策 等を記入

適切な設問 を
選定・貼り付け

誤答の反応率
をもとに分析

4(2)-2 全国調査の活用に係る動画コンテンツ

・YouTubeの
千葉県公式セミナー
チャンネルで配信

・１本10分程度で
活用しやすい

全国学力・学習状況調査の活用に係る動画コンテンツ一覧（令和6年10月公開）

「各学校での校内研修」「教員個人による視聴」などの活用を想定しています。

4(2)-2 全国調査の活用に係る動画コンテンツ

29 30

31 32
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4(2)-3 全国調査「活用の手引き」

県総合教育センターwebサイト内

・千葉県の調査結果のまとめ

・分析シートの使い方を詳しく紹介

・活用の具体例を紹介

※県総合教育センターwebページで

ダウンロード可能

の活用の手引のあるページ

課題のある設問

4(2)-3 全国調査「活用の手引き」

反応率と分析

改善のポイント

・市町村教育委員会の取組
についても紹介

・この他、動画コンテンツ
についても紹介

4(2)-3 全国調査「活用の手引き」

○研修内容
（説明）本県の調査結果概要、校内体制・校内研修の具体例

分析シートの活用方法、S-P表の見方など
（演習）各対象に対するワークショップ

○Ｒ６年度実績
①活用研修会（対象：市町村教育委員会指導主事）

②研修企画部が実施する各種研修
（対象：初任者、教務主任等、新任研究主任、長期研修生等 ※主に小中学校）

③カリキュラム開発部が実施する出前講座（対象：中堅教員）

各種研修の実施
4(2)-4 各種研修における説明・演習
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オンライン方式 (5/22実施)

4(2)-4 各種研修における説明・演習 活用研修会

【参加者の意見】
・オンラインの実施はとてもよかったです。ありが
とうございました。

・グループ協議がとてもためになりました。また、
練習会があったので本番の発表がスムーズにできた
のが研修に参加する安心感に繋がりました。

・他市町村の取組等を知ることができ、大変充実し
た研修となりました。

4(2)-4 各種研修における説明・演習 活用研修会

1 主題設定の理由 2 研究の目的 3 研究の計画

4 研究の内容 5 研究のまとめ

５ 研究のまとめ

37 38

39 40
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＜全国との比較_R6本県＞ ＜経年変化_本県＞

【学校質問74(小)78(中)】前年度の全国調査の自校の結果について、
学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか （※千葉市を含む結果）

調査結果の活用

回答選択肢 よく行った 行った ほとんど行わなかった

5 研究のまとめ

肯定的回答の割合（本県）
小学校 R6 95.5％

→ R5 94.4％
→ R4 92.9％

中学校 R6 92.7％
→ R5 89.0％
→ R4 85.8％

R6肯定的回答の割合

小学校 本県 95.5％
全国 96.8％

中学校 本県 92.7％
全国 94.1％

＜全国との比較_R6本県＞ ＜経年変化_本県＞
回答選択肢 よく行った 行った ほとんど行わなかった

5 研究のまとめ

【学校質問74(小)78(中)】前年度の全国調査の自校の結果について、
学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか （※千葉市を含む結果）

調査結果の活用

5 研究のまとめ
「全国学力・学習状況調査の活用状況」に関するチェックシート

令和６年度 全国学力・学習状況調査活用の手引きより

年度初め

職員全体で、調査を活用した指導改善・学校改善に取り組むた
めの体制を整えている

調査実施後

教科に関する調査の問題を解き、出題の意図を確認している

問題及び解説資料を基に、学習指導の改善・充実等に取り組む
ための話合いを行っている

調査結果提供後

調査結果を活用し、学校（学級）の課題を明らかにしている

報告書や分析シートを活用して、改善方策を検討している

通年

調査結果を、学校経営の指針や校内研修での主題検討の参考に
している

5 研究のまとめ

本日の研修については
満足のいくものでしたか

今後の指導や教育実践に
生かせる内容でしたか

N=323 N=819

＜全国調査に関する研修の参加者へのアンケート＞

41.8%52.9% 57.0%42.2%

5.0% 0.7%

とてもそう思う

そう思う

あまり思わない

思わない

0.3%

41 42

43 44
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5 研究のまとめ

【成果】 〇 学校全体で教育活動を改善するために

全国調査の結果を活用している学校が増加

【課題】 ▲ 活用を「よく行った」と回答した学校が

全国平均よりやや少ない

→全国調査の活用を促す取組を進める

〇 参加者に合わせた研修で高い満足度を獲得

令和６年度
千葉県総合教育センター・子どもと親のサポートセンター 研究発表会

全国学力・学習状況調査の

活用推進に向けて
千葉県総合教育センター

学力調査部
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